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て解決してゆきました。Narrative medicineの

真骨頂です。日本のお医者さんも捨てたもので

はありません。

　医療関係者だけではなく，さまざまな方々が

それぞれに役割を果たしまた。市の職員も市民

の公僕として頑張っていました。病院の事務方

もそうですし（AERA「脇役が支えた災害医療」

2011年 4月 10日号），また，市役所には各地

から食料などの支援物資が届きますが，市職員

はそれに手を付けることなく，なけなしのカッ

プラーメンをすすって役場に寝泊りする日々

だったとのことです。名も無き人が，それぞれ

やるべきことをやった，それは評価されること

もなく時は過ぎ，やがて復興というものの中に

埋没されるのですね。

　「頑張る」を多用しましたが，でも頑張れな

いこともあります。病院には幾度も危機が訪れ

て，その都度，病院放棄に備えた段取りなどが

頭をよぎりました。病院維持に固執して犠牲者

を出しては本末転倒です。綱渡りを強いられた

気仙沼市立病院でしたが，絶体絶命の危機のた

びに何故か救いの手が。気仙沼市立病院は何か

持っているのかも。でもやっぱりスタッフの「頑

張る」があったからでしょう（^_^）／

研究員会発足の頃
長谷部　栄　佑

　昔の抗研の建物の面影は見付けかねましたの

で，現在の抗研の正面玄関の姿をスケッチして

参りました。

　私は 34卒で卒後から約 8年間抗研内科の電

子顕微鏡室でお世話になりました。熊谷岱蔵先

生，海老名教授をはじめ皆さんが頑張っておら

れました。

　思い出を書かせて頂きます。

　あの頃の医局は抗研全体が一つで全ての科が

一緒でした。昼食時は 3階の大きな医局ホール

の長テーブルで自由に弁当を食べていました。

医局長は菅野巌助教授で長年一人でされておら

れました。御苦労も多かったと思います。

　その頃大学病院にはすでに教室員会があり，

各科の運営委員が集まって，進められていまし

た。東京大学医学部や名古屋大学医学部などの

スタッフ組織との連絡会議が年 1回あって交流

しました。東北大教室員会からは第 3内科の石

川誠先生が主に出席されてました。

　抗研内部にもスタッフ組織を作る機運が高ま

り，菅野巌医局長も大賛成とのことで早速全員

集会が開かれ，「研究員会」の名称で，各科の

運営委員によって進められる事が決められまし

た。教授会には海老名教授を通して新ためて了

解を頂いておりました。最初の運営委員会には

内科の福士主計先生，外科の渡部昭先生，病理

の高橋徹先生，癌病理の黒木登志夫先生，生化

学の佐藤清美先生，小児科の長谷川純男先生，

消化器の朝村光雄先生が出席されたと記憶して

おります。

　現在も研究員会が旺盛に運営されてて大変嬉
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しい限りです。今後も研究の成果がさらに上が

るよう心から祈念いたしております。

 （はせべクリニック　仙台市・新寺）

【研究員会便り】

研究員会委員長　岡　村　大　治

　研究員会委員長を務めさせて頂いておりま

す，医用細胞資源センターの岡村大治です。

　未曾有の大震災から，半年以上が過ぎました。

震災の爪痕は，未だ街のあちこちに散見される

ものの，日々の営みの中で「震災」を意識する

時間は，着実に少なくなってる気がします。余

震も収まらない現状では危機意識の風化にも思

え，憂慮すべきことではありますが，こうして

研究に専念出来る毎日が続くことを願わずには

いられません。

　研究員会に話を戻します。

　前回の研究員会便りの執筆からこの半年の間

に，研究員会総会が行われました。昨年の研究

員会委員長への着任以来，研究員会の組織運営

の改善策の一つとして，予算編成の見直しに着

手しておりましたが，この総会にて，会員の皆

様からの「徴収会費の減額」の改定案にご承認

頂きました。研究員会の運営活動資金の大部分

は，会員の皆様方からの会費によって賄われて

おります。幸いなことに，ここ数年は決算も赤

字に陥ることなく推移している上に，さらなる

支出項目の見直しにより，およそ 10%程度の

「徴収会費の減額」が可能な状況にあると判断

致しましたことから，この改定案の提出に踏み

切りました。今後とも，予算編成の見直しを断

続的に行いながらも，研究員会主催の生化学セ

ミナーの活性化や，スポーツ大会の内容の見直

しなどの検討課題に，精力的に取り組んでいこ

うと思います。

　では，今年度上半期の研究員会の活動をご報

告申し上げます。

研究員会活動内容（平成 23年 6月～11月まで）

　研究員会セミナー　3件

日　時 : 平成 23年 7月 15日（金）午後 4時

～

場　所 : 加齢研セミナー室 3

講　師 : 岡　千緒

所　属 : 奈良先端科学技術大学院大学バイオ

サイエンス研究科動物遺伝子機能学

演　題 : HtrAファミリー蛋白質とヒトの疾患

担　当 : 桑原義和 （所属　病態臓器構築研究分

野・内線　8509）

日　時 : 平成 23年 11月 4日（金）午後 4時

～

場　所 : 加齢研セミナー室 1，2

講　師 : 天野孝紀

所　属 : 国立遺伝学研究所，哺乳動物遺伝研究

室

演　題 : Shh遺伝子の発現を制御する染色体高

次構造の動態

担　当 : 渡邉裕介 （所属　神経機能情報研究分

野・内線　8596）

日　時 : 平成 23年 11月 18日（金）午後 2時

～

場　所 : 加齢研セミナー室 1，2

講　師 : 大内　徹

所　属 : ロズウェル癌研究所・癌遺伝子学部門

演　題 : BRCA1 乳がんにおける DNAメチレー

ション変異

担　当 : 千葉奈津子 （所属　免疫遺伝子制御研

究分野・内線　8478）

　平成 23年度加齢研生化学セミナーについて

　平成 22年度より生化学セミナーは毎回 2研

究室，時期は 6月，9月，11月，2月に行なう

ことになりました。
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　第 1回生化学セミナー

担　当 : 神経機能情報研究分野，遺伝子情報研

究分野

日　時 : 平成 23年 6月 30日（木）午後 4時

から

会　場 : 加齢研セミナー室（1），（2）

1.　哺乳類の着床前胚の発生とその関与因子

講　師 : 神経機能情報研究分野　渡邉裕介

2.　個体寿命制御因子 AMPKのプロテインホ

スファターゼ 2Cによる制御

講　師 : 遺伝子情報分野　小林孝安

連絡先 : 加齢医学研究所・研究員会事務局　齋

藤　内線 : 8576

　第 2回加齢研生化学セミナー

担　当 : 分子神経研究分野，免疫遺伝子制御研

究分野

日　時 : 平成 23年 9月 30日（金）午後 4時

から　

場　所 : 加齢研セミナー室（1），（2）

1.　「脳の層形成過程での細胞移動動態の可視

化と，層形成の分子機構」

講　師 : 分子神経研究分野　渡邉裕二

2.　細胞内小胞輸送とがん

講　師 : 免疫遺伝子制御分野　昆　俊亮

連絡先 : 加齢医学研究所・研究員会事務局　齋

藤　内線 : 8576

　第 3回加齢研生化学セミナー

担　当 : 病態臓器構築研究分野　遺伝子導入

研究分野

日　時 : 平成 23年 11月 25日（金）午後 4時

から　

場　所 : 加齢研セミナー室（1），（2）

　第 136回集談会（H23.7.2）での研究員会第

19回発表コンテスト

　今回の受賞者は岡村大治先生（医用細胞資源

センター），大林　武先生（イン・シリコ解析

研究分野）になりました。おめでとうございま

す。表彰式は 1月の新年会にて行ないます。

　研究員会主催スポーツ大会（野球観戦）

日　時 : 平成 23年 9月 29日（木）午後 6時　

試合開始

場　所 : クリネックススタジアム宮城

試　合 : 楽天イーグルス　対　西武ライオン

ズ　外野レフト指定席

参加者 : 大人 33名，子供 6名　合計 39名

　今後の予定

　研究員会主催新年会

日　時 : 平成 24年 1月 20日（金）第 137回

集談会終了後

　昨年度と同様にポットラック形式で行なう予

定です。

【研究会同窓会広報】

 庶務幹事　佐　竹　正　延
庶務報告

1.　研究会同窓会会員の確認（平成 23年 11月

現在）

会員数　1,700名

（所内在籍者 241名，所外 771名（過去 5

年間の会費未納者は，251名で加齢研

ニュースは送付しておりません。）海外

78名，退会者 236名，物故者 229名，住

所不明 145名）

賛助会員　28施設

購読会員　17件

物故会員 （平成 23年 5月～平成 23年 11

月までの間に事務局に連絡があ

りました。）

　　　　　　 水野　かつ先生

 平成 21年 7月 6日

　　　　　　 後藤　　進先生

 平成 23年 4月 7日
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　　　　　　 仲田　　祐先生

 平成 23年 5月 9日

　　　　　　 花田　雅人先生

 平成 23年 8月 22日

2.　加齢研ニュース発行

　　55号　平成 23年 6月

3.　第 136回集談会

　　日　時 : 平成 23年 7月 2日（土）

　　　　　　午後 12時 30分から

　　場　所 : 加齢医学研究所　スマート・エイ

ジング国際共同研究センター　国

際会議室

一般口演　12題，

田中耕三新任教授特別講演

第 18回加齢医学研究所研究奨励賞授与式・

受賞記念講演

大石　　久（呼吸器外科学分野）

4.　平成 23年度加齢医学研究所研究会同窓会

総会，講演会および懇親会

　　日　時 : 平成 23年 7月 2日（土）

　　　　　　午後 5時 30分

　　場　所 : 加齢医学研究所　スマート・エイ

ジング国際共同研究センター　国

際会議室

　　講　師 : 西成　活裕氏（東京大学先端科学

技術研究センター教授　総長補

佐）

　　テーマ : 高齢者のモビリティと渋滞学

　　懇親会　加齢医学研究所　中会議室

　　　　　　午後 6時 30分から

5.　東北大学加齢医学研究所創立 70周年記念

式典

　　日　時 : 平成 23年 11月 28日（月）

　　場　所 : 仙台勝山館

6.　東北大学加齢医学研究所創立 70周年記念

国際シンポジウム（第 44回加齢研シンポ

ジウム，共同利用・共同研究拠点シンポジ

ウム）

　　日　時 : 平成 23年 11月 28日（月）

　　場　所 : 仙台勝山館

　　日　時 : 平成 23年 11月 29日（火）

　　場　所 : 加齢医学研究所　スマート・エイ

ジング国際共同研究センター　国

際会議室

7.　加齢研ニュース発行

　　56号　平成 23年 12月

今後の予定

1.　第 137回集談会

　　日　時 : 平成 24年 1月 20日（金）

　　　　　　午後 1時から

　　場　所 : 加齢医学研究所　スマート・エイ

ジング国際共同研究センター　国

際会議室

2.　平成 24年度加齢医学研究所研究会同窓会

総会，講演会および懇親会

　　日　時 : 平成 24年 6月 30日（土）

　　場　所 : 加齢医学研究所　スマート・エイ

ジング国際共同研究センター　国

際会議室

　　講　師 : 石原　　謙氏

（愛媛大学 大学院 医学系研究科 

医学専攻 生命環境情報解析部門　

医療環境情報解析学講座医療情報

学分野教授）

　　テーマ : ─あなたの払い過ぎ私的保険が

人生と日本を破壊する─

3.　加齢研ニュース発行

　　57号　平成 24年 6月

　　58号　平成 24年 12月

［編集後記］

　加齢研ニュース 56号をお届けいたします。

震災後の電力不足のため節電を義務付けられた

いつもより暑い夏もようやく終わったかと思っ

ていたら，いつのまにかまた節電が必要な冬が
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訪れようとしております。これまでの快適さを

思うと今までずいぶん電気に頼った贅沢な生活

をしてきたものだと痛感します。先日，2011

年流行語大賞の候補 60語が発表されましたが，

半分は今回の震災や放射線汚染に関連する言葉

のようです。前年の流行語大賞（ゲゲゲの）は

忘れていましたが，震災の記憶や節電は忘れよ

うとしても忘れられません。さて，皆様のお手

もとに今号が届くころに加齢研 70周年記念祝

賀会が行われます。こちらも加齢研同窓会の皆

様にも深く記憶していただけるものと思います

ので是非足をお運びください。今後も加齢研の

今をお伝えする加齢研ニュースに皆様のご支援

とご協力をお願い申し上げます。

 （加藤俊介）


